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町
民
の
皆
様
、
新
年
明
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
新
春
を
ご
健
勝
で
迎
え
ら
れ
ま
し

た
こ
と
に
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ

ま
す
。

　
昨
年
は
２
月
以
降
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
何
も
か
も

が
一
変
し
て
し
ま
う
ほ
ど
の
一
年
と

な
り
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
も
、
商
工
業
の
皆

さ
ま
に
は
営
業
自
粛
な
ど
で
大
変
厳

し
い
要
請
も
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
町
民
の
皆
さ
ま
に
も
マ
ス

ク
・
手
洗
い
の
励
行
や
3
密
対
策
等

で
多
大
な
る
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た

こ
と
に
深
く
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。

お
か
げ
さ
ま
で
本
町
で
は
今
の
と
こ

ろ
発
症
事
例
は
出
て
お
り
ま
せ
ん
が
、

い
つ
、
誰
が
ど
こ
で
感
染
し
て
も
当

た
り
前
の
状
況
に
な
っ
て
き
て
お
り
、

引
き
続
き
警
戒
を
お
願
い
す
る
と
と

も
に
、
有
効
な
ワ
ク
チ
ン
の
開
発
普

及
等
に
よ
り
一
日
も
早
い
コ
ロ
ナ
の

終
息
を
願
っ
て
い
る
次
第
で
す
。

　
昨
年
は
、
4
月
に
せ
い
わ
温
泉
ル

オ
ン
ト
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン

し
外
出
等
自
粛
が
続
く
中
で
も
盛
況

な
運
営
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。
豪
雪
露
天
風
呂
は
こ
れ
か
ら

最
も
「
良
い
感
じ
！
」
に
楽
し
め
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
一
度
足
を

お
運
び
く
だ
さ
い
。

　
農
作
物
の
関
係
で
は
大
き
な
自
然

災
害
も
な
く
、
ま
ず
ま
ず
の
出
来
秋

を
迎
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
が
、

価
格
の
低
迷
な
ど
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

に
よ
る
農
業
へ
の
影
響
も
あ
り
、
町

と
し
て
も
支
援
策
を
講
じ
た
と
こ
ろ

で
す
。

　
10
月
に
は
5
年
に
一
度
の
国
勢
調

査
が
あ
り
、
町
民
の
皆
様
に
ご
協
力

を
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

残
念
な
が
ら
人
口
減
少
に
歯
止
め
は

か
か
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
嬉
し
い

話
題
と
し
て
は
、
将
来
の
社
会
を

担
っ
て
い
た
だ
く
お
子
様
の
ご
誕
生

が
例
年
よ
り
少
し
多
く
、
我
が
国
の

宝
と
し
て
健
や
か
に
成
長
し
て
く
れ

る
こ
と
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
る
と
こ

ろ
で
す
。

　
そ
し
て
迎
え
た
新
年
は
昨
年
延
期

に
な
っ
た
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
予
定
で
あ
り
、
無
事
に
そ
し
て
盛

大
に
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
と
も
に
、

国
内
外
の
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン
ト
に
加
え
、

本
町
で
も
中
止
と
な
っ
た
あ
ら
ゆ
る

行
事
も
あ
わ
せ
て
盛
会
に
開
催
さ
れ

ま
す
こ
と
を
願
っ
て
や
み
ま
せ
ん
。

上
川
移
管
か
ら
10
年
が
経
ち
、
北
・

北
海
道
中
央
圏
域
定
住
自
立
圏
で
の

社
会
資
本
整
備
の
各
種
取
組
や
士

別
・
和
寒
・
剣
淵
と
の
1
市
3
町
で

の
、
し
尿
や
塵
芥
処
理
、
観
光
施
設

の
相
互
利
用
・
消
防
組
合
に
よ
る
迅

速
な
消
火
活
動
や
救
急
対
応
な
ど
広

域
連
携
の
一
員
と
し
て
よ
り
多
く
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
快
適
で
豊
か

な
ま
ち
づ
く
り
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
を
大
切
に
し
、
地
域
資
源
を
活

用
し
な
が
ら
郷
土
「
幌
加
内
」
に
誇

り
が
も
て
る
町
政
推
進
に
邁
進
し
て

ま
い
る
所
存
で
す
の
で
、
引
き
続
き

多
大
な
る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
た
く
存
じ
ま
す
。

　
結
び
に
、
コ
ロ
ナ
禍
を
乗
り
越
え

こ
の
一
年
が
災
害
や
事
故
も
な
く
、

町
民
の
皆
様
、
そ
し
て
本
町
に
と
り

ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年
に
な
り
ま
す

こ
と
を
、
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

年
頭
の
ご
あ
い
さ
つ

　
　
　
幌
加
内
町
長

細
　
川
　
雅
　
弘
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新年あけまして
おめでとうございます



　
令
和
３
年
の
新
年
を
迎
え
、
議
会
を

代
表
致
し
ま
し
て
謹
ん
で
新
春
の
ご
挨

拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
皆
様
方
に
は
、
厳
粛
の
中
に
も
健
や

か
に
初
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
推
察
し
、

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、

昨
年
中
は
議
会
の
活
動
及
び
町
政
の
推

進
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
に
心
よ
り
厚
く
お
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
は
華
々
し
く
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
一
色
の
勢
い
に
湧
く
国

情
に
な
る
予
定
で
あ
り
ま
し
た
が
、
全

世
界
を
恐
怖
と
不
安
に
震
撼
さ
せ
て
い

ま
す
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が

発
生
し
、
人
類
の
全
て
の
社
会
経
済
活

動
が
停
滞
し
、
ま
さ
し
く
未
知
と
の
遭

遇
と
言
う
不
幸
な
一
年
に
な
り
ま
し

た
。
北
海
道
で
は
、
１
月
下
旬
に
初
感

染
が
発
覚
し
て
以
来
、
収
ま
る
気
配
が

無
く
医
療
の
崩
壊
に
も
繋
が
る
危
機
的

な
状
況
が
継
続
し
て
お
り
、
医
療
従
事

者
に
よ
る
渾
身
の
施
術
や
命
を
張
っ
て

の
対
応
を
も
拒
絶
し
、
今
な
お
感
染
者

は
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
医
療
関
係
者

ば
か
り
で
な
く
、
介
護
従
事
者
、
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
従
事
者
方
々
の
私
達
の
日
常

生
活
を
守
る
献
身
的
な
ご
活
躍
、
ご
努

力
に
は
頭
の
下
が
る
思
い
で
感
謝
の
念

に
た
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
本
町
に
お
き

ま
し
て
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
し
た
行
事
、

イ
ベ
ン
ト
が
全
て
中
止
に
な
り
、
本

来
、
町
内
外
に
向
け
発
信
す
る
本
町
の

経
済
・
産
業
・
観
光
・
生
活
環
境
、
全

て
の
情
報
が
途
絶
え
、
第
２
期
の
地
方

創
生
・
総
合
戦
略
の
推
進
に
影
響
を
き

た
す
恐
れ
も
出
て
き
て
お
り
ま
す
。
経

済
活
動
に
つ
き
ま
し
て
も
本
町
の
ソ
バ

関
連
の
販
売
、
飲
食
・
宿
泊
業
関
連
の

業
種
に
大
き
な
影
響
が
見
ら
れ
、
早
期

回
復
に
は
長
期
展
望
に
立
っ
た
計
画
も

必
要
に
な
る
こ
と
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
ま
た
、
社
会
活
動
に
お
き
ま
し
て

は
、
２
月
以
来
、
自
治
区
を
中
心
と
す

る
地
域
活
動
が
感
染
防
止
の
一
環
か
ら

ほ
と
ん
ど
に
停
滞
が
見
ら
れ
、
町
政
活

動
の
根
幹
で
も
あ
り
ま
す
人
と
人
と
の

つ
な
が
り
、
あ
ら
ゆ
る
困
難
を
も
は
ね

の
け
る
地
域
力
が
薄
れ
か
け
て
い
る
よ

う
に
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
国
や
道
の
対

策
を
視
野
に
入
れ
な
が
ら
本
町
独
自
の

対
応
を
皆
さ
ん
の
知
恵
を
拝
借
し
実
行

し
て
行
く
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
昨
年

同
様
の
空
白
の
一
年
は
、
許
さ
れ
る
べ

き
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
さ
て
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
の
本
町
の

基
幹
産
業
で
あ
る
農
業
で
は
、
記
録
的

な
少
雪
の
年
で
も
あ
り
順
調
に
推
移
し
、

天
候
に
も
恵
ま
れ
、
作
物
全
般
に
豊
作

基
調
の
一
年
と
な
り
、
安
堵
を
致
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、
販
売
に
関

し
て
は
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
る
外
出
の

自
粛
等
に
よ
る
外
食
需
要
の
激
減
な
ど

に
よ
り
、
ソ
バ
製
品
価
格
の
低
迷
、
米

の
過
剰
な
ど
深
刻
な
状
況
が
続
い
て
お

り
、
今
後
の
農
畜
産
物
価
格
に
は
注
視

を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

影
響
を
受
け
る
全
て
の
業
種
に
引
き
続

き
支
援
し
て
行
く
こ
と
が
必
要
と
存
じ

ま
す
。

　
ま
た
、
昨
年
も
熊
本
県
の
球
磨
川
で

の
大
洪
水
を
始
め
、
全
国
各
地
で
異
常

気
象
に
よ
る
自
然
災
害
が
頻
繁
に
発
生

し
、
農
家
の
み
な
ら
ず
国
民
全
体
に
影

響
を
与
え
て
お
り
ま
す
。
幸
い
に
も
本

町
に
は
大
き
な
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
国
の
１
９
，
０
０
０
河
川
に

も
の
ぼ
る
中
小
河
川
管
理
の
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
見
直
し
も
あ
り
、
引
き
続
き
河

川
整
備
の
要
請
を
行
っ
て
い
く
所
存
で

す
。
ま
た
、
本
町
で
の
農
家
経
済
の
安

定
と
住
民
生
活
の
安
心
を
確
立
す
る
た

め
に
も
基
盤
整
備
や
農
業
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
を
進
め
、
安
定
し
た
所
得
の
確
保

を
図
っ
て
い
く
こ
と
が
町
の
財
政
安
定

の
要
と
考
え
る
次
第
で
す
。
昨
年
、
農

業
の
基
本
法
で
あ
る
食
糧
・
農
業
・
農

村
基
本
計
画
が
見
直
さ
れ
、
生
産
基
盤

の
強
化
、
家
族
経
営
を
守
る
方
針
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。
呼
応
し
た
本
町
の
持

続
あ
る
政
策
の
確
立
が
急
務
で
あ
り
、

合
わ
せ
て
商
工
業
の
新
た
な
再
興
、
観

光
の
推
進
等
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見

据
え
将
来
を
展
望
し
た
計
画
や
福
祉
事

業
の
拡
充
、
教
育
環
境
の
時
代
に
即
し

た
整
備
な
ど
、
と
ど
ま
る
こ
と
の
な
い

人
口
減
少
と
少
子
高
齢
社
会
に
適
応
し

た
町
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
急

務
と
考
え
る
所
存
で
す
。

　

世
界
の
リ
ー
ダ
ー
、
日
本
の
リ
ー

ダ
ー
が
交
代
し
、
世
界
の
終
末
時
計
が

１
分
40
秒
を
切
っ
た
現
在
、
緊
迫
し
た

国
際
情
勢
か
ら
国
際
協
調
の
輪
を
取
り

戻
せ
る
か
、
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
終
息

を
図
る
人
類
最
大
の
課
題
の
中
で
、
世

界
の
首
脳
者
が
命
を
守
る
と
言
う
政
治

の
原
点
に
立
ち
返
り
、
世
界
の
恒
久
の

平
和
を
願
う
と
と
も
に
日
本
の
国
の
安

定
的
な
発
展
を
、
そ
し
て
何
よ
り
も
災

害
の
無
い
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
幌
加
内

町
の
安
寧
を
願
わ
ず
に
お
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
課
題
山
積

の
中
で
将
来
の
幌
加
内
町
の
あ
る
べ
き

姿
を
模
索
し
、
行
政
と
連
携
を
図
り
町

民
の
皆
様
の
付
託
に
答
え
ら
れ
る
よ
う

さ
ら
に
努
力
と
研
鑽
を
重
ね
て
行
く
所

存
で
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
と
も
尚
一
層

の
ご
理
解
と
ご
支
援
、
ご
協
力
を
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
コ
ロ
ナ
感
染
症
が
一
日
も
早
く
終
息

し
、
皆
様
と
と
も
に
日
常
生
活
を
謳
歌

で
き
ま
す
こ
と
を
祈
念
致
し
ま
す
と
と

も
に
、
町
民
皆
様
の
ご
多
幸
と
健
や
か

な
一
年
で
あ
り
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
ご

祈
念
致
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

新
春
の
ご
挨
拶

　
　
　
幌
加
内
町
議
会
議
長

小
　
川
　
雅
　
昭
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新　
江　
宏　
文

〃

　
吉　
成　
克　
彦

補

充

員　
花　
岡　
美
智
子

〃

　
能　
代　
惠　
子

〇
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委

員

長　
畑　
　
　
正　
男

委

員　
古　
林　
　
　
茂

〃

　
市　
川　
喜　
春

〇
国
民
健
康
保
険
運
営
協
議
会

会

長　
山　
下　
俊　
明

会
長
代
理　
中　
西　
　
　
博

委
　

員　
森　
﨑　
龍　
郎

〃

　
杉　
山　
修　
一

〃

　
山　
本　
清　
志

〃

　
仙　
丸　
孝　
司

〇
町
有
林
運
営
委
員
会

委

員

長　
鈴　
木　
　
　
努

副
委
員
長　
田　
丸　
利　
博

委

員　
市　
村　
裕　
一

〃

　
秋　
葉　
　
　
貫

〇
町
営
住
宅
入
居
者
選
考
委
員
会

委

員

長　
宮　
下　
卓　
久

委

員　
田　
中　
冨
士
夫

〃

　
小　
関　
和　
明

〃

　
中　
川　
秀　
雄

〃

　
杉　
山　
八
重
子

〃

　
中　
西　
久
美
子

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
森　
川　
達　
男

〃

　
守　
田　
秀　
生

〃

　
畑　
　
　
正　
男

〃

　
小　
川　
雅　
昭

〃

　
山　
下　
俊　
明

〃

　
日　
野　
　
　
昭

〇
中
小
企
業
補
償
融
資
審
議
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
伊　
藤　
秀　
明

委

員　
坂　
本　
規　
康

〃

　
杉　
山　
　
　
守

〃

　
山　
本　
清　
志

〃

　
中　
河　
滋　
登

事
務
局
員　
中　
川　
　
　
敏

〇
農
業
振
興
資
金
融
資
審
議
会

会

長　
笠　
井　
正　
展

副

会

長　
岩　
本　
靖　
幸

委

員　
田　
丸　
利　
博

〃

　
鈴　
木　
　
　
努

〃

　
中　
川　
鉱　
一

〇
登
録
商
標
使
用
審
議
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
大　
野　
克　
彦

委

員　
田　
丸　
利　
博

〃

　
中　
南　
裕　
行

〃

　
山　
城　
　
　
誠

〇
産
業
貢
献
者
選
考
審
議
会

会

長　
小　
関　
和　
明

会
長
代
理　
笠　
井　
三　
貴

委

員　
小　
川　
雅　
昭

〃

　
中　
村　
雅　
義

〃

　
稲　
見　
浩　
一

〃

　
田　
丸　
利　
博

〇
奨
学
資
金
審
議
会

委

員　
小　
関　
和　
明

〃

　
鈴　
木　
　
　
努

〃

　
吉　
田　
典　
弘

〃

　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
川　
原　
あ
ゆ
み

〃

　
椋　
井　
　
　
功

〃

　
中　
川　
紘　
一

〇
社
会
教
育
委
員
会
兼
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
運
営
協
議
会
委
員

委

員

長　
椋　
井　
　
　
功

副
委
員
長　
麻　
木　
澄　
子

委

員　
吉　
田　
典　
弘

〃

　
番　
水　
一　
光

〃

　
森　
﨑　
龍　
郎

〃

　
川　
原　
あ
ゆ
み

〃

　
小　
林　
四　
郎
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〃

　
大　
平　
美
恵
子

〇
地
区
公
民
館

▽
沼
牛
地
区
館

運
営
委
員
長　
德　
重　
久
美
子

館

長　
森　
川　
達　
男

▽
政
和
地
区
館

運
営
委
員
長　
笠　
井　
政　
彦

館

長　
畑　
　
　
正　
男

▽
添
牛
内
地
区
館

運
営
委
員
長　
矢
箆
原　
政　
勝

館

長　
小　
川　
雅　
昭

▽
朱
鞠
内
地
区
館

運
営
委
員
長　
山　
下　
俊　
明

館

長　
吉　
田　
典　
弘

▽
母
子
里
地
区
館

運
営
委
員
長　
渡　
来　
美　
香

館

長　
渡　
来　
正　
幸

〇
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員

委

員

長　
大　
森　
正　
明

副
委
員
長　
畑　
　
　
正　
志

委

員　
山　
本　
理
智
子

〃

　
藤　
井　
　
　
翼

〃

　
大　
平　
美
恵
子

〃

　
関　
口　
　
　
豪

〃

　
櫻　
井　
　
　
基

〃

　
横　
窪　
佑　
樹

〃

　
嶺　
岸　
果
渚
実

〃

　
新　
江　
有　
希

〇
保
健
・
医
療
・
福
祉
総
合
サ
ー
ビ

ス
推
進
会
議

議

長　
井　
上　
憲　
明

副

議

長　
水　
上　
尚　
澄

委

員　
木　
下　
八
代
恵

〃

　
山　
下　
俊　
明

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
森　
﨑　
龍　
郎

〃

　
堀　
　
　
直　
央

〃

　
畠　
山　
重　
夫

〃

　
小　
林　
四　
郎

〃

　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
番　
水　
英　
世

〃

　
岩　
本　
靖　
幸

〃

　
水　
谷　
修　
一

〃

　
小
野
田　
直　
子

〃

　
宮　
川　
惠　
秀

〃

　
松　
林　
是　
倫

〇
民
生
委
員
協
議
会

会

長　
水　
上　
尚　
澄

副

会

長　
山　
下　
俊　
明

〃

　
北　
村　
和　
子

民
生・児
童
委
員　
近　
藤　
寿
美
子

〃

　
北　
村　
恵　
子

〃

　
山　
田　
博　
文

〃

　
藤　
野　
勝　
正

〃

　
酒　
井　
真
理
子

〃

　
中　
西　
久
美
子

〃

　
花　
岡　
美
智
子

〃

　
笠　
井　
マ
リ
子

〃

　
宮　
原　
光　
恵

主
任
児
童
委
員　
森　
﨑　
ま
り
こ

〃

　
堺　
　
　
征　
子

〇
人
権
擁
護
委
員

委

員　
竹　
村　
見　
吾

〃

　
山　
口　
久
美
子

〇
保
護
司
幌
加
内
支
部

支

部

長　
水　
上　
尚　
澄

保

護

司　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
吉　
成　
克　
彦

〃

　
木　
下　
八
代
恵

〃

　
大　
森　
正　
明

〃

　
北　
村　
和　
子

〃

　
北　
村　
貴　
智

〃

　
京　
屋　
克　
美

〇
行
政
相
談
委
員

水　
上　
尚　
澄

〇
身
体
障
害
者
相
談
員

番　
水　
英　
世

〇
知
的
障
害
者
相
談
員

岩　
本　
靖　
幸

〇
士
別
地
方
消
防
事
務
組
合

▽
幌
加
内
町
消
防
団

団

長　
寺　
崎　
嘉　
男

副

団

長　
笠　
井　
正　
展

第
一
分
団
長　
蔵　
前　
文　
彦

副
分
団
長　
楠　
木　
貴　
博

第
二
分
団
長　
大　
森　
正　
明

副
分
団
長　
仙　
丸　
孝　
司

▽
幌
加
内
支
署

支

署

長　
水　
谷　
修　
一

副
支
署
長　
藤　
原　
秀　
一

主
幹
（
庶
務
）　
椋　
井　
義　
友

主
幹
（
消
防
団
）
兼
消
防
団
係
長
事
務
取
扱　

横　
川　
正　
明

主
幹
（
警
防
）
兼
警
防
係
長
事
務
取
扱　

髙　
橋　
　
　
優

主
幹
（
救
急
）
兼
救
急
係
長
事
務
取
扱
兼

朱
鞠
内
分
遣
所
長　
有　
働　
裕　
妃

主
幹
（
予
防
）　
岡　
田　
　
　
伸

副
主
幹
（
庶
務
）
兼
庶
務
係
長

腰　
越　
真　
人

副
主
幹
（
予
防
）
兼
予
防
係
長

野　
原　
恵　
一

消
防
団
係
主
任
兼
予
防
係
主
任

及　
川　
竜　
平

警
防
係
主
任
兼
救
急
係
主
任　

山　
谷　
洋　
人

庶
務
係
兼
消
防
団
係石　

川　
義　
光

警
防
係
兼
救
急
係　
堂　
前　
良　
樹

救
急
係
兼
警
防
係　
大　
庭　
亘　
輝

予
防
係
兼
警
防
係　
倉　
内　
陽　
平

▽
幌
加
内
町
消
防
団
後
援
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
田　
中　
義　
博

会

計　
杉　
山　
　
　
守

理

事　
仙　
丸　
孝　
造

〃

　
木　
下　
惠
二
郎

〃

　
中　
南　
裕　
行

代
表
監
事　
笠　
井　
政　
彦

監

事　
宮　
下　
卓　
久

▽
幌
加
内
町
防
火
管
理
協
会

会

長　
中　
川　
鉱　
一

副

会

長　
陣　
内　
慎　
也

会

計　
髙　
橋　
寿　
宜

▽
幌
加
内
ま
と
い
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
菊　
地　
忠　
行

〇
校
長
会　

会

長　
吉　
田　
典　
弘

〇
町
内
学
校
長
・
教
頭

幌
加
内
小
校
長　
米　
津　
理　
臣

　

〃　
教
頭　
岸　
　
　
美　
香

朱
鞠
内
小
校
長　
吉　
田　
典　
弘

　

〃　
教
頭　
渡　
辺　
悟　
史

幌
加
内
中
校
長　
山　
口　
真　
希

　

〃　
教
頭　
栃　
谷　
　
　
悟

幌
加
内
高
校
長　
山　
城　
　
　
誠

　

〃　
教
頭　
蓬　
田　
泰　
生

〇
幌
加
内
町
教
育
研
究
会

会

長　
山　
口　
真　
希

〇
社
会
福
祉
法
人
幌
加
内
町
社
会
福

祉
協
議
会

会

長　
井　
上　
憲　
明

副

会

長　
山　
下　
俊　
明

〃

　
宮　
下　
卓　
久

理

事　
宮　
川　
惠　
秀

〃

　
水　
上　
尚　
澄

〃

　
南　
谷　
幸　
夫

監

事　
中　
川　
建　
一

〃

　
麻　
木　
澄　
子

事
務
局
長　
木　
下　
八
代
恵

事
務
局
員　
國　
﨑　
成　
俊

居
住
管
理
責
任
者　
藤　
井　
友　
加

〈
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
〉

管

理

者　
木　
下　
八
代
恵

業
務
係
長
（
生
活
相
談
員
）　

松　
本　
千
代
美

生
活
相
談
員
兼
介
護
員

飛　
渡　
喜
久
郎

介

護

員　
宮　
田　
由　
香

〃

　
西　
野　
明
日
香

〈
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
〉

管

理

者　
木　
下　
八
代
恵

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者

皆　
川　
眞
由
美

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー　
飯　
沼　
ひ
ろ
み

福
寿
荘
管
理
責
任
者草　

島　
俊　
之

〇
幌
加
内
町
高
齢
者
事
業
団

会

長　
畠　
山　
重　
夫

副

会

長　
大　
森　
葊　
一

理

事　
菊　
地　
絹　
子

〃

　
竹　
谷　
浩　
昌

監

事　
吉　
田　
正　
美

〃

　
赤　
松　
眞
理
子

事

務

長　
三　
浦　
　
　
敦

〇
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

会

長　
番　
水　
英　
世

副

会

長　
鈴　
木　
秀　
明

〃

　
大　
森　
百
合
子

〇
遺
族
会

会

長　
中　
西　
　
　
徹

副

会

長　
中　
川　
一　
夫

〃

　
金
津
谷　
礼　
三

〇
幌
加
内
町
共
同
募
金
委
員
会

会

長　
山　
下　
俊　
明

副

会

長　
井　
上　
憲　
明

〃

　
宮　
下　
卓　
久

〇
交
通
安
全
推
進
委
員
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘
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〇
交
通
安
全
指
導
員
会

会

長　
宮　
下　
卓　
久

副

会

長　
杉　
山　
　
　
守

指

導

員　
大　
森　
正　
明

〃

　
尾　
島　
広　
子

〃

　
田　
中　
義　
博

〃

　
大　
倉　
英　
行

〃

　
近　
藤　
こ
ず
え

〃

　
番　
田　
幸　
子

〃

　
竹　
村　
加
代
子

〇
交
通
安
全
協
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
中　
西　
　
　
徹

〃

　
谷　
川　
　
　
優

〇
連
合
Ｐ
Ｔ
Ａ

会

長　
森　
﨑　
龍　
郎

〇
町
内
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

幌
加
内
小　
森　
﨑　
龍　
郎

朱
鞠
内
小　
矢
箆
原　
拓　
也

幌
加
内
中　
安　
藝　
　
　
修

幌
加
内
高　
椿　
　
　
英　
万

〇
ス
ポ
ー
ツ
協
会

会

長　
番　
水　
一　
光

副

会

長　
番　
田　
幸　
子

〃

　
椋　
井　
　
　
功

〇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

本

部

長　
番　
水　
一　
光

〇
文
化
連
盟

会

長　
内　
海　
千　
樫

副

会

長　
高　
橋　
清　
美

〃

　
麻　
木　
澄　
子

〇
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会

長　
小　
林　
四　
郎

副

会

長　
山　
下　
俊　
明

理

事　
関　
口　
　
　
誠

〃

　
笠　
井　
政　
彦

〃

　
日　
野　
　
　
昭

〇
自
衛
隊
協
力
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘

副

会

長　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
小　
川　
雅　
昭

〇
自
衛
隊
募
集
相
談
員

相

談

員　
中　
村　
雅　
義

〃

　
福　
田　
　
　
裕

〇
北
方
領
土
返
還
協
力
員

塚　
田　
裕　
紀

〇
農
地
整
備
事
業
促
進
期
成
会

会

長　
村　
上　
賢　
誠

副

会

長　
鈴　
木　
　
　
努

〇
幌
加
内
北
地
区
農
地
整
備
事
業
促

進
期
成
会

会

長　
笠　
井　
正　
展

副

会

長　
宮　
原　
克　
弘

〇
道
道
旭
川
幌
加
内
線
道
路
整
備
促

進
期
成
会

会　
長
（
町
長
）　
細　
川　
雅　
弘　

副
会
長
（
旭
川
市
長
）

西　
川　
将　
人

副
会
長
（
鷹
栖
町
長
）

谷　
　
　
寿　
男

〇
幌
加
内
土
地
改
良
区

理

事

長　
稲　
見　
浩　
一

理
事
長
代
理　
篠　
原　
　
　
剛

理

事　
古　
林　
　
　
茂

〃

　
谷　
岡　
正　
則

〃

　
南　
谷　
秀　
明

〃

　
宇　
野　
利　
徳

総
括
監
事　
横　
窪　
敏　
明

監

事　
蔵　
前　
文　
彦

総
務
課
長　
本　
家　
　
　
徹

総
務
係
長
兼
会
計
係
長

帯　
川　
さ
つ
き

技
術
課
長　
髙　
橋　
一　
之

技
術
係
長　
堂　
田　
賢　
一

〇
幌
加
内
町
土
地
改
良
事
業
推
進
協

議
会

事
務
局
長　
本　
家　
　
　
徹

事
務
局
次
長
兼
土
地
改
良
第
１
係
長

髙　
橋　
一　
之

事
業
課
長
兼
管
理
係
長

川　
崎　
光　
夫

事
業
課
技
術
長　
石　
黒　
政　
士

土
地
改
良
第
２
係
長堂　

田　
賢　
一

土
地
改
良
第
３
係
長進　

藤　
清　
彦

会
計
係
長　
帯　
川　
さ
つ
き

〇
き
た
そ
ら
ち
農
業
協
同
組
合

　
（
幌
加
内
支
所
分
）

地
区
代
表
理
事　
田　
丸　
利　
博

地
区
理
事　
岩　
本　
靖　
幸

支

所

長　
中　
川　
鉱　
一

金
融
共
済
課
長　
本　
田　
幸　
永

金
融
共
済
課
主
査　
三　
上　
妙　
子

営
農
課
長　
荒　
田　
勇　
次

営
農
課
考
査
役　
小　
野　
　
　
斉

営
農
課
主
査　
墓　
田　
準　
也

〃

　
岩　
本　
貴
誉
恵

資
材
課
長　
前　
野　
尚　
弘

資
材
課
主
査　
清　
原　
桂　
子

農
機
自
動
車
整
備
工
場
工
場
長

宮　
田　
光　
利

幌
加
内
給
油
所
長　
前　
田　
義　
則

営
農
課（
課
長
待
遇
）（
土
地
改
良
区
出
向
）　

川　
崎　
光　
夫

〇
幌
加
内
町
商
工
会

会

長　
小　
関　
和　
明

副

会

長　
伊　
藤　
秀　
明

〃

　
坂　
本　
規　
康

理

事　
山　
本　
清　
志

〃

　
関　
口　
俊　
司

〃

　
阿　
部　
勝　
次

〃

　
佐　
藤　
重　
夫

〃

　
川　
嶋　
康　
義

〃

　
阿　
部　
伸　
啓

〃

　
山　
本　
晴　
美

監

事　
新　
江　
宏　
文

〃

　
髙　
橋　
誠　
司

事
務
局
長　
鈴　
木　
藤　
雄

経
営
指
導
員　
中　
川　
　
　
敏

補

助

員　
髙　
橋　
寿　
宜

観
光
係
長　
古　
屋　
大　
輔

〇
朱
鞠
内
湖
淡
水
漁
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長　
中　
南　
裕　
行

組
合
長
代
理　
中　
野　
信　
之

理

事　
稲　
見　
隆　
浩

〃

　
前　
田　
真
作
之

代
表
監
事　
松　
本　
定　
幸

監

事　
田　
中　
義　
博

〇
幌
加
内
町
観
光
協
会

会

長　
中　
南　
裕　
行

副

会

長　
黒　
田　
綾　
子

理

事　
谷　
川　
　
　
優

〃

　
中　
野　
信　
之

〃

　
小　
関　
義　
明

〃

　
井　
上　
憲　
明

〃

　
山　
本　
清　
志

〃

　
田　
中　
冨
士
夫

監

事　
下　
道　
裕　
市

〃

　
川　
原　
　
　
誠

事
務
局
長　
鈴　
木　
藤　
雄

観
光
係
長　
古　
屋　
大　
輔

〇
森
林
愛
護
組
合
連
合
会

会

長　
細　
川　
雅　
弘

副

会

長　
宮　
下　
卓　
久

〃

　
山　
下　
俊　
明

〇
連
合
北
海
道
幌
加
内
地
区
連
合

会

長　
北　
野　
公　
一

副

会

長　
原　
　
　
正　
二

〇
税
経
対
策
協
議
会

会

長　
中　
西　
　
　
博

事
務
局
長　
蔵　
前　
文　
彦

事
務
局
次
長　
谷　
岡　
正　
則

〃

　
平　
野　
利　
幸

監

事　
北　
村　
利　
樹

〃

　
南　
谷　
秀　
明

〇
農
業
者
年
金
協
議
会

会

長　
鈴　
木　
　
　
努

〇
士
別
警
察
署

幌
加
内
駐
在
所　
上　
野　
英　
樹

朱
鞠
内
駐
在
所　
千　
葉　
　
　
豪

〇
空
知
森
林
管
理
署
北
空
知
支
署

支

署

長　
三　
橋　
博　
之

〇
北
海
道
大
学
北
方
生
物
圏
フ
ィ
ー

ル
ド
科
学
セ
ン
タ
ー
雨
龍
研
究
林

林

長　
中　
路　
達　
郎

〇
郵
便
局

幌
加
内
郵
便
局
長　
川　
原　
　
　
誠

朱
鞠
内
郵
便
局
長　
田　
中　
義　
博

〇
北
空
知
信
用
金
庫

幌
加
内
支
店
長　
下　
道　
裕　
市

〇
防
災
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

ア
ド
バ
イ
ザ
ー　
林　
　
　
勝　
三

〃

　
福　
田　
　
　
裕

　
〇
幌
加
内
町
建
設
業
協
会

会

長　
三
津
橋　
　
　
央

副

会

長　
関　
口　
俊　
司

事
務
局
長　
神　
田　
一　
幸
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〇
役
場

▽
総
務
課

課

長　
村　
上　
雅　
之

主
幹
兼
情
報
管
理
係
長
事
務
取
扱

　
椿　
　
　
英　
万

主
幹
兼
庶
務
係
長
事
務
取
扱

　
安　
藝　
　
　
修

副
主
幹
兼
職
員
厚
生
係
長
兼
情
報
管
理
係

　
加　
藤　
美　
幸

防
災
係
長
兼
広
報
統
計
係
長

菊　
地　
　
　
宏

財
政
係
長　
高　
木　
敏　
光

管
財
係
長
兼
財
政
係　丹　

波　
　
　
洋

広
報
統
計
係
兼
防
災
係
兼
情
報
管
理
係

　
　
猪　
谷　
祐　
介

財
政
係
兼
管
財
係
兼
情
報
管
理
係
兼

出
納
室
出
納
係　
遠　
藤　
音　
弥

総
務
課
付　
三　
浦　
依
理
子

庶
務
係
（
再
任
用
）　
堺　
　
　
秀　
樹

▽
出
納
室

会
計
管
理
者　
蔵　
前　
裕　
幸

出
納
係
長　
佐　
藤　
雪　
枝

▽
朱
鞠
内
支
所

支

所

長　
三　
上　
賢　
逸

係

　
荒　
　
　
洸　
佑

▽
地
域
振
興
室

室
長
兼
地
域
振
興
係
長
事
務
取
扱　

新　
江　
和　
夫

企
画
調
整
係
長
兼
ふ
る
さ
と
納
税
係
長

兼
地
域
振
興
係　
伊　
藤　
宗　
徳

地
域
振
興
係
兼
企
画
調
整
係
兼
ふ
る

さ
と
納
税
係　
　
梅　
津　
孔　
希

旧
Ｊ
Ｒ
深
名
線
跡
地
担
当
主
査
事
務

取
扱
（
兼
）　　
櫻　
井　
美　
穂

旧
Ｊ
Ｒ
深
名
線
跡
地
担
当
係
（
兼
）　

伊　
藤　
慎　
一

▽
産
業
課

課

長　
中　
河　
滋　
登

課
長
補
佐
兼
農
業
振
興
係
長
兼
林
務

係
長
兼
そ
ば
振
興
係
長
事
務
取
扱

　
清　
原　
吉　
典

課
長
補
佐
（
土
地
改
良
区
派
遣
）　

石　
黒　
政　
士

地
籍
係
長
（
併
）　
櫻　
井　
美　
穂

商
工
観
光
係
長
兼
水
産
係
長
そ
ば
振
興
係

野　
村　
道　
宏

農
政
係
長
兼
畜
産
係
長　

松　
本　
隆　
史

農
業
振
興
係
主
査
兼
そ
ば
振
興
係　

西　
山　
慎　
也

林
務
係
兼
商
工
観
光
係
兼
水
産
係　

岡　
久　
貢　
太

地
籍
係
（
併
）　
伊　
藤　
慎　
一

農
政
係
兼
農
業
振
興
係
兼
畜
産
係　

宮　
田　
晃　
佑

産
業
課
付
（
再
任
用
）

山　
谷　
弘　
一

▽
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）中　

河　
滋　
登

セ
ン
タ
ー
次
長
（
会
年
職
）

吉　
田　
　
　
均

セ
ン
タ
ー
事
務
長
（
兼
）

清　
原　
吉　
典

▽
建
設
課

課
長
兼
管
理
係
長
事
務
取
扱
兼
雨
竜

ダ
ム
再
生
事
業
担
当
参
事

　
宮　
田　
直　
樹

主
幹
兼
水
道
係
長
兼
下
水
道
係
長
事
務

取
扱
（
技
術
長
）　
髙　
田　
英　
樹

主
幹
兼
土
木
係
長
事
務
取
扱

山　
田　
英　
樹

主
幹
兼
建
築
係
長
事
務
取
扱
兼
雨
竜

ダ
ム
再
生
事
業
担
当
主
幹

藤　
田　
夏　
樹

管

理

係　
飯　
沼　
剛　
史

〃

　
西　
成　
亜
姫
奈

水
道
係
兼
下
水
道
係塩　

地　
勇　
斗

建
築
係
兼
水
道
係
兼
下
水
道
係

長　
野　
遼
太
郎

土
木
係
兼
管
理
係　
小　
畑　
柊　
二

▽
除
雪
セ
ン
タ
ー

所
長
（
兼
）　
宮　
田　
直　
樹

車
両
係
長
兼
管
理
係
長

佐　
藤　
和　
俊

管
理
係
主
査
兼
車
両
係

佐　
藤　
　
　
淳

▽
住
民
課

課

長　
山　
本　
久　
稔

課
長
補
佐
兼
国
民
健
康
保
険
医
療
係
長

兼
後
期
高
齢
者
医
療
係
長
兼
戸
籍
年
金

係
長
事
務
取
扱　
岩　
本　
美
佐
江

主
幹
兼
住
民
生
活
係
長
兼
環
境
衛
生
係

長
事
務
取
扱　

 　
塚　
田　
裕　
紀

副
主
幹
兼
税
務
係
長堀　

川　
剛　
史

環
境
衛
生
施
設
係
長
兼
環
境
衛
生
係

渡　
邉　
義　
夫

国
民
健
康
保
険
医
療
係
兼
後
期
高
齢

者
医
療
係
兼
戸
籍
年
金
係
兼
住
民
生

活
係
兼
税
務
係　
大　
家　
　
　
優

税
務
係
兼
戸
籍
年
金
係

佐
々
木　
亜　
文

戸
籍
年
金
係
兼
税
務
係

仙　
丸　
海　
里

環
境
衛
生
係
兼
環
境
衛
生
施
設
係
兼

住
民
生
活
係　
　
別　
部　
龍　
星

国
民
健
康
保
険
医
療
係
（
兼
）

伊　
藤　
理　
加

国
民
健
康
保
険
医
療
係
（
兼
）

宮　
内　
智　
子

国
民
健
康
保
険
医
療
係
（
兼
）

寺　
林　
和　
哉

国
民
健
康
保
険
医
療
係
（
兼
）

滝　
本　
裕
理
香

▽
保
健
福
祉
課

課
長
兼
し
あ
わ
せ
福
祉
係
長
事
務
取
扱　

竹　
谷　
浩　
昌

副

主

幹　
伊　
藤　
理　
加

〃

　
北　
村　
康　
栄

あ
ん
し
ん
介
護
係
長
兼
理
学
療
法
士

小　
本　
　
　
剛

す
こ
や
か
保
健
係
長宮　

内　
智　
子

介
護
保
険
係
長　
北　
村　
卓　
也

あ
ん
し
ん
介
護
係
主
査
兼
す
こ
や
か

保
健
係　
　
　
　
寺　
林　
和　
哉

し
あ
わ
せ
福
祉
係
兼
す
こ
や
か
保
健
係

　
小　
林　
大　
輝

す
こ
や
か
保
健
係　
滝　
本　
裕
理
香

▽
保
健
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

セ
ン
タ
ー
長
（
兼
）森　

﨑　
龍　
郎

事
務
長
（
兼
）　
竹　
谷　
浩　
昌

〇
教
育
委
員
会

教
育
次
長
兼
山
村
留
学
推
進
室
室
長

　
内　
山　
　
　
渉

学
務
課
長
兼
総
務
係
長
兼
学
校
教
育
係

長
兼
車
両
係
長
事
務
取
扱
兼
山
村
留
学

推
進
室
参
事　　
柏　
原　
　
　
潤

社
会
教
育
課
長
兼
社
会
教
育
係
長
事
務
取
扱　

加　
藤　
洋　
恵

山
村
留
学
推
進
室
参
事
（
兼
）

新　
江　
和　
夫

学
校
教
育
係
兼
総
務
係
兼
社
会
教
育
係　

大　
家　
　
　
絢

社
会
教
育
係
兼
総
務
係

川
内
谷　
晋　
吾

生
涯
学
習
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

池　
原　
英　
二

高
校
魅
力
化
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

橋　
本　
暁　
人

▽
幌
加
内
高
等
学
校

事

務

長　
山　
本　
め
ぐ
み

〇
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

所
長
兼
業
務
係
長
兼
技
術
係
長

　
竹　
脇　
　
　
剛

栄
養
士
（
栄
養
教
諭
）

山　
口　
雅　
司

〇
幌
加
内
診
療
所

所

長　
森　
﨑　
龍　
郎

事
務
長
（
兼
）　
竹　
谷　
浩　
昌

看
護
師
長　
水　
谷　
裕　
美

准
看
護
師　
畠　
山　
　
　
泉

理
学
療
法
士
（
兼
）小　

本　
　
　
剛

医
事
係
長　
金　
森　
愛　
華

庶
務
係
長　
相　
澤　
雅　
彦

〇
朱
鞠
内
診
療
所

所

長　
大　
山　
和　
彦

〇
町
立
歯
科
診
療
所

医

師　
堀　
　
　
直　
央
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　10月号ではそばの幌加内町独自品種「ほろみのり」の原々種について少し紹介しましたが、今回
はその栽培手順について簡単に説明します。

　一般畑の作業は全て機械ですが、原々種栽培は全て「手
作業」です。そばは昆虫が花に来て花粉を別の花の雌しべ
につけることで受粉します。一般畑の場合、自然に任せます。
　養蜂業の方がよくソバ畑に蜂箱を持ち込み、ソバ蜜を採取
してますね。蜂が受粉を媒介し蜜を吸っていきます。原々種
の場合は「ハエ」を網室に入れます。ハエは白い花につきや
すい習性ががあり、果樹農家も使っています。
　ポットに入れた分しか土がないので乾きやすく、夏に雨が
続かず高温になると頻繁にかん水（水やり）をします。収穫
も脱穀ももちろん手作業です。
　結構手間がかかりますね。この手間が美味しい「ほろみの
り」を作る原点です。

「ほろみのり」の種はどうやって作るの？

いいね！農業技術センター君いいね！農業技術センター君

　よく春になると南瓜やミニトマトの野良生えを見かけます。あれは前年植えた物の種が落ちて子孫が
芽を出したからです。つまり今年植えた野菜の種が取れたら．．来年それが使えるかも！！でも収穫した
ら前年と比べてみてください。全く同じ形状・味になってますか？同じ場合もありますが、多くは「ち
ょっと（結構）前と違うな」が多いでしょう。
　種苗店で買う野菜の種はほぼ「一代雑種」という「異なった品種・系統」の掛け合わせで育成され
た種です。「両親」のそれぞれの長所が出て優秀な子ができます。ただしそれから採種した種を播いて
も同じ形質の野菜が取れる、とは限りません。父母や祖父母の短所が出てくることもあります。

　ずっと昔からある品種は種が取りやすい「在来種」で
す。めったに見ませんが、「札幌八列」（とうきび）や「ま
さかり南瓜」などです。米や麦、ソバ等の穀物は「掛
け合わせ」や「選抜」によって「原々種」を作り、それ
を上記「ほろみのり」のように増殖します。　「種を取る」
って簡単じゃないですね。

農業技術センター　ワンポイント知恵袋！
テーマ：うちの畑で取った野菜から種が取れるのか？

「こんなこともある」という例えです。今年できた大根から種を取って次年度播
いたら．．太い！辛い！これは、先代の短所が出てしまったということですね。

▲蜜を吸っているかな？

▲平成16年「ほろみのり」品種登録

【畑での一般的な栽培】（散播の場合）

耕起・砕土

施肥・播種・土壌混和

除草剤散布（殺虫剤散布）

収穫

培土ポット詰め

ポット播種

網室設置、支柱立て、
支柱括り付け受粉昆虫放飼2回
※培土乾燥時は随時かん水

収穫

脱穀

【原々種の栽培】
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　令和２年度「税を考える週間」書道展が11月13日～ 27日まで生涯学習センターのホールで展示されまし
た。書道展入賞者の表彰式は新型コロナウイルス感染症対策の観点から、学校長から入賞児童らに表彰状が
伝達されました。

令和２年度「税を考える週間」書道展

　11月19日（木）、町うるち米生産組合（組合長：
北村守）より「地元産ゆめぴりか」、町もち米生産
組合（組合長：古林茂）より「ハクチョウモチ」を
各30kgずつ町教育委員会に寄贈されました。
　今年の出来秋は平年以上ということで、10アー
ルあたり10俵から多い場所で14俵の収穫がありま
した。
　寄贈していただきましたお米は12月の学校給食
で児童・生徒らにおいしく振舞われました。

今年も学校給食米を寄贈してい
ただきありがとうございます。

JA青年部からハンドソープ
を寄贈していただきました。

　11月27日（金）、JAきたそらち青年部幌加内支
部（支部長：横窪佑樹）が、新型コロナウイルス感
染症の対策として、各学校に薬用ハンドソープ（本
体20個、詰め替え用20個）を寄贈されました。
　寄贈に対し、小野田教育長から「大変ありがとう
ございます。新型コロナウイルス感染症は、いつ誰
が感染しても不思議ではない世の中です。大切に有
効活用させていただきます。」と御礼の言葉を贈り
ました。

2021.19

書道展入賞者
○中学生の部
金賞 菅　原　悠　斗 （３年）
銀賞 渡　来　将　真 （２年）
銅賞 岩　本　優　奈 （１年）

○小学６年生の部
金賞 藤　田　湖　南 （6年）
銀賞 北　村　柚　乃 （6年）
銅賞 北　村　美　結 （6年）

○小学５年生の部
金賞 森　﨑　優美子 （5年）
銀賞 相　澤　寧　々 （5年）
銅賞 大　平　咲　葵 （5年）

○小学３・４年生の部
金賞 市　村　舟　悟 （4年）
銀賞 石　黒　　　立 （4年）
銅賞 矢箆原　　　学 （3年）

○小学 1・2年生の部

銅賞
小　川　弥　哉 （２年）
仙　丸　和　空 （２年）



令和２年度自衛官候補生募集令和２年度自衛官候補生募集令和２年度自衛官候補生募集

士別警察署かわら版
１１０番通報の適切な利用を！

緊急通報は１１０番、相談電話は「＃９１１０」に！
　１１０番は警察への緊急な事件・事故等の通報の際に利用する電話番号です。事件・事故を
見たり聞いたりした場合は警察への１１０番通報をお願いします。また、緊急の対応を必要とし
ない照会などは最寄りの警察署、交番・駐在所へ、相談や警察業務に関する意見・要望は、短
縮ダイヤル「♯９１１０」の警察相談専用電話をご利用ください。

問い合わせは士別警察署まで
士別警察署　㈹23－0110

１１１１January イベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダーイベントカレンダー

全館禁煙Free Wi-Fi 電源Free

ルオント スタンプDay（スタンプ５倍）・・・入浴者全員対象（月末）実施
レディース スタンプDay（スタンプ２倍）・・・女性全員
ファミリー スタンプDay（スタンプ２倍）・・・家族全員対象
誰でも スタンプDay（スタンプ２倍）・・・入浴者全員対象

＊他スタンプDay及び割引、サービスとの併用不可

足湯（無料）

LUONTO
せいわ温泉
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●自衛官候補生
応募資格：日本国籍を有し、令和３年４月１日現在18歳以上33歳未満の男女
受付期間：試験日により異なりますので、お問い合わせください
試験期日：２月14日（日）・15日（月）
　　　　　または２月28日（日）・３月１日（月）のいずれか１日
試験会場：受付時にお知らせします。
　　※コロナの状況により、延期となる場合があります。

●お問い合わせ
自衛隊旭川地方協力本部　南地区隊（0166-55-0100）まで

日 月 火 水 木 金 土
1　※粗品プレゼント 2　※粗品プレゼント
十割そばフェア 十割そばフェア
誰でもスタンプ
 Day（２倍）

レディーススタンプ
Day（２倍）

3　※粗品プレゼント 4 5 6 7 8 9
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

ファミリースタンプ 
Day（２倍）

誰でもスタンプ
 Day（２倍）

レディーススタンプ
Day（２倍）

10 11（成人の日） 12 13 14 15 16
十割そばフェア 十割そばフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

ファミリースタンプ 
Day（２倍）

誰でもスタンプ
 Day（２倍）

レディーススタンプ
Day（２倍）

17 18 19 20 21 22 23
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

ファミリースタンプ 
Day（２倍）

誰でもスタンプ
 Day（２倍）

レディーススタンプ
Day（２倍）

24 25 26 27 28 29 30
十割そばフェア 平日ランチフェア 平日ランチフェア

休館日
平日ランチフェア 平日ランチフェア 十割そばフェア

ファミリースタンプ 
Day（２倍）

誰でもスタンプ
 Day（２倍）

レディーススタンプ
Day（２倍）

31
十割そばフェア
ルオントスタンプ 

Day（５倍）

【平日限定ランチフェア 11:30 ～ 14:00 】
鳥天蕎麦（柚子胡椒風味）おかかライス ( 小 ) 付き

1.000 円税込（１日限定２０食）

【時短営業のお知らせ 】１／１～１／３（３日間）
ご　　入　　浴 10:00 ～ 18:00
レストラン ( 昼 ) 11:30 ～ 14:00  ( 夜 ) 休業



令和２年度　幌加内町建設工事等入札結果
（単位：円、％）

入札
年月日 № 入札

方式 工事等の名称 指名業者等
（※印は落札・請負業者） 予 定 価 格 契 約 金 額 落札率

R2.
10.16

第
43
号

指
名

幌加内町役場庁舎1階トイレ改修 
建築主体工事

※ 三津橋建設株式会社 
大野土建株式会社 
新谷建設株式会社 
株式会社橋本川島コーポレーション

12,056,000 11,550,000 95.80 

R2.
10.16

第
44
号

指
名

幌加内町役場庁舎1階トイレ改修 
機械設備工事

※ 弘友設備工業株式会社幌加内営業所 
株式会社木本動力工業所 
株式会社飯塚設備

12,749,000 12,430,000 97.40 

R2.
10.16

第
45
号

指
名

ほろたちスキー場宿泊棟換気設
備改修工事

※ 弘友設備工業株式会社幌加内営業所 
株式会社木本動力工業所 
株式会社飯塚設備

2,112,000 2,035,000 96.30 

R2.
10.16

第
46
号

指
名 テレワーク導入整備業務委託

※ 東日本電信電話株式会社北海道事業部 
株式会社つうけんアクティブ

　道北事業部旭川事業所
システムバンク株式会社

2,102,100 2,080,100 98.90 

R2.
10.16

第
47
号

指
名 庁舎内Wi-Fi環境整備業務委託

※ 新江電機商会 
宮武電機株式会社 
扶桑電通株式会社　旭川営業所

5,310,360 5,082,000 95.60 

R2.
10.16

第
48
号

指
名

幌加内町役場タブレット端末一式
購入

※ 伊藤金物店 
ユー・システム株式会社 
扶桑電通株式会社　旭川営業所  
有限会社セクナットインタラク
ティブ 
株式会社サイトー

983,752 982,080 99.80 

R2.
10.23

第
52
号

指
名

幌加内町地域公共交通自動車購
入事業

※

有限会社サカモトボデー工業 
きたそらち農業協同組合 
旭川トヨペット株式会社　深川店 
トヨタカローラ旭川株式会社　深川店 
トヨタカローラ道北株式会社　末広店

3,824,669 3,113,000 81.30 

R2.
10.23

第
53
号

指
名

町道除雪委託業務（第１工区） 
雨煙別以南地区

※ 新共開発株式会社 
三津橋建設株式会社 
幌加内土建株式会社

81,840,000 81,400,000 99.40 

R2.
10.23

第
54
号

指
名

町道除雪委託業務（第２工区） 
清月以南地区

※

新共開発株式会社 
三津橋建設株式会社 
幌加内土建株式会社

33,737,000 33,605,000 99.60 

R2.
10.23

第
55
号

指
名

町道除雪委託業務（第３工区） 
朱鞠内地区 ※

新共開発株式会社 
三津橋建設株式会社 
幌加内土建株式会社

20,911,000 20,790,000 99.40 

R2.
10.23

第
56
号

指
名

幌加内町立小中学校GIGAスクー
ル用タブレット購入 ※

扶桑電通株式会社旭川営業所 
有限会社セクナットインタラクティブ 
ユー・システム株式会社

7,028,149 6,970,480 99.10 

R2.
10.23

第
57
号

指
名

幌加内高等学校渓雪寮浴槽ろ過
機更新購入

※ 弘友設備工業株式会社幌加内営業所 
水谷家具文具店 
有限会社アイテック幌加内

1,579,600 1,386,000 87.70 

R2.
11.24

第
58
号

指
名

幌加内小・中学校及び高等学校電
気温水器等取付工事

※ 弘友設備工業株式会社幌加内営業所 
株式会社木本動力工業所 
株式会社飯塚設備

8,195,000 8,030,000 97.98 

R2.
11.24

第
59
号

指
名

幌加内町立朱鞠内小学校暖房設
備追加改修工事

※ 弘友設備工業株式会社幌加内営業所 
株式会社木本動力工業所 
株式会社飯塚設備

1,870,000 1,760,000 94.11 
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　令和3年1月１日現在、幌加内町に住んでいる方は、住民税の申告または確定申告により、令和2年中の
所得を申告していただくことになっています。
　申告をされないと、所得証明が発行されない場合や、国民健康保険税の軽減制度が適用されない場合があり
ますので、忘れずに申告してください。

住民税・確定申告の受付期間は、令和3年2月16日（火）から
令和3年3月15日（月）までです。（土日除く）

□ 確定申告（所得税の申告・還付申告）が必要な方
●サラリーマンで給与の年収が２千万円を超える方　　●給与以外の所得金額が年間20万円を超える方
●２ヶ所以上から給与を受けている方　　●事業をしている方、地代や家賃収入（不動産収入）のある方
●土地や建物（不動産）を売った方　　●給与所得者で、年の途中で退職された方
●医療費控除の対象となる医療費の支払いがある方

※医療費控除受ける方（令和２年中に支払った医療費から、保険金等で補填される金額を差引いた残高が10万円以上、
又は所得の５％以上である場合）

●医療費控除の特例（セルフメディケーション税制）の対象となるスイッチOTC医薬品の購入対価を支
払った方

  ※医療費控除の特例を受ける方（令和２年中に支払ったその対価の合計額が１万２千円を超える場合）
 
□ 住民税の申告が必要な方
●令和３年１月１日現在、幌加内町に住民登録されている方

※ただし、次の項目に該当する方は必要ありません
①　確定申告をしている方
②　事業所等からの給与支払報告書が提出され、年末調整をした給与以外に所得のない方 

□ 住民税申告、確定申告（所得税の申告・還付申告）に必要なもの
●マイナンバーカード等（印鑑、経費等の内訳書、源泉徴収票、医療費控除明細書・・・他）

□ 住民税の住宅ローン控除の適用を受けるためには、毎年住民税の申告が必要となります！

お問合せ先
　住民税に関すること　役場住民課税務係　　電話　３５－２１２4（内線１57）
　所得税に関すること　深川税務署　　　　　電話　０１６４－２３－２１９１

□ 令和3年度（2021年度）から適用される個人住民税の主な税制改正
　 給与所得控除・公的年金控除から基礎控除への振替
　特定の収入にのみ適用される給与所得控除及び公的年金等控除の控除額は一律10万円引き下げら
れ、どのような所得にでも適用される基礎控除の控除額が10万円引き上げられます。

給与

フリーランス、請負、
起業等による収入

公的年金等

給与所得控除

▲10万円

▲10万円

公的年金等控除

必要経費
基礎控除等

給与所得控除等から
基礎控除へ振替

＋10万円

（×税率）
税額
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屋根からの落氷雪事故防止などのお願い
　毎年、沿道家屋等からの落氷雪による死傷事故が多く発生し
ています。
　皆さんも、冬期間の生活にはご苦労されていると思いますが、
冬期の通行を円滑にし、事故を無くすため、次のことに注意す
るようお願いいたします。

◆丈夫な雪止めの設置
　落氷雪事故の発生が懸念される沿道家屋等については、丈夫な雪止めを設置してくださ
い。また、雪止めの老朽化等による破損も落氷雪事故の発生につながります。必ず点検し、
破損等が発見された際は早急に修繕してください。

◆発生しやすいタイミングは？
　落氷雪事故は、気温がマイナス３度からプラス３度程度のときに発生しやすいという特
徴があります。早めの除雪をお願いいたします。
　除雪は必ず複数人で行い、歩行者や遊んでいる子供等に十分注意してください。

◆雪が落ちたらすぐに除去を！！
　直ちに負傷者がいないか確認するとともに、歩行者の通行
の支障にならないように除去してください。
　なお、交通事故及び交通障害防止のため、屋根からの落氷
雪や敷地内の積雪を道路に出さないようにしてください。

◆軒下や道路の通行に関して
　屋根からの落氷雪に十分注意してください。
　軒下や道路では、絶対に子供達を遊ばせないでください。

◆高い建物に注意
　ビルの壁、窓枠、突出看板等からの落氷雪は少量でも危険であるため、早めに付着した
氷雪の除去を行ってください。
また、氷雪の除去の際には、歩行者への十分な安全対策を行うようにしてください。

＜国道についてのお問合せ先＞
旭 川 開 発 建 設 部 公 物 管 理 課 旭川市宮前1条3丁目3番15号 TEL 0166-32-1498
旭川開発建設部旭川道路事務所 旭川市神楽1条6丁目 TEL 0166-61-0136
旭川開発建設部士別道路事務所 士別市大通西15丁目3142番地31 TEL 0165-23-3146
旭川開発建設部富良野道路事務所 富良野市字西扇山1番地 TEL 0167-23-3171

北海道開発局・幌加内町・北海道・北海道警察
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■2021ｰ1　№781　令和3年1月号 （12月15日　発行）
■発行　幌加内町　■北海道雨竜郡幌加内町字幌加内　℡(0165)35ｰ2121　■印刷　株式会社須田製版

令和２年　幌加内町の主なできごと
１月
１日　スキー場町民開放
７日　小中学生書初め大会
８日　幌加内消防～出初式～
９日　朱鞠内湖漁協安全祈願祭
12日　成人式
15日　自治区長会議
17日	 第1回幌加内町議会臨時会
　　　町功労者・産業貢献者表彰式

２月
15日　母子里クリスタルピークス～天使

の囁き記念日ライトアップ～
23日　雪中バレーボール大会in幌加内

３月
２日　幌加内高等学校～卒業式～
４日～11日　第1回幌加内町議会定例会
10日～11日　予算審査特別委員会
12日　幌加内中学校～卒業式～
18日　幌加内小学校～卒業式～
21日　双葉保育園～卒園式～
26日　学校給食米寄贈～きたそらち農業

協同組合～

４月
１日　深川地区消防組合から士別地方消

防事務組合へ移管
　　　双葉保育園～入園式～
６日　幌加内小学校～入学式～
　　　幌加内中学校～入学式～
　　　放課後児童クラブ～入所式～
８日　幌加内高等学校～入学式～
10日　せいわ温泉ルオント～リニューア

ルオープン～

５月　
１日　第2回幌加内町議会臨時会
　　　幌加内土地改良区～通水式～
18日	 第3回幌加内町議会臨時会
22日	 朱鞠内湖湖水開き・雨竜ダム建設

殉職者及び水難事故者慰霊祭

６月
1日　2020年工業統計調査（基準日）
18日～19日　第2回幌加内町議会定例会

７月
１日　幌加内町民プール～リニューアル

オープン～
11日　素人そば打ち段位認定会（初段・

二段）
16日	 旗の波運動～添牛内地区～
18日	 幌高商店会～夏の市～
30日	 災害対策懇談会

８月
１日～９日　第9回政和アートFes2020
　　　　　	（写真①）
20日	 第4回幌加内町議会臨時会

9月　
１日	 土地改良区～断水式～
３日	 幌加内小学校～運動会～
５日	 双葉保育園～運動会～
10日	 第3回幌加内町議会定例会
	 幌加内高等学校～生活体験発表全

国大会～
17日	 JAF旭川支部と観光協定締結
25日	 双葉保育園～遠足～（写真②）
26日	 朱鞠内小学校～学習発表会～

10月
１日　令和2年国勢調査（基準日）
	 高齢者いきいき大学
10日	 幌加内小学校～学習発表会～
10日～11日　幌加内高等学校～地域みら

い留学365オープンスクール～
16日～11月3日　生涯学習フェスティバル

～児童生徒作品展示会～
17日	 幌高商店会～秋の市～
23日～28日　決算審査特別委員会
23日～11月3日　生涯学習フェスティバル

～一般作品展示会～
25日	 幌加内町消防団～総合訓練～
　　　（写真③）
29日	 みゆき保育所～ハロウィン～
30日	 秋の交通安全啓発パレード

11月
２日	 生涯学習フェスティバル
　　　～華道展示会～
20日	【災害】避難指示（緊急）発令
30日	 ほろたちスキー場安全祈願祭

12月
６日	 双葉保育園～おゆうぎ会～
９日	 地域行政連絡員会議
10日～11日　第4回幌加内町議会定例会
19日	 幌高商店会～歳末の市～

（11月末現在）

世帯数	 747世帯
（前月比－2）

人　口	 1,393人
（前月比－2）

　　男	 688人
　女	 705人

☞編集室から☜　町民の皆様、新年明けましておめでとうございます。今年は十二支の２番目に数えられる“丑（うし）”年となります。牛は古くから酪農や農業などの農作業を最後まで手伝ってくれる働きぶりから、「これから発展する前触れの年」と言われています。昨年から猛威を振るう新型コロナウイルス感染症の解決の糸口を見つけられることを切に願います。
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